
－15－ 広報あんじょう　2001.12.1

人�

物�

で�

語�

る�
日�
本�

デ�

ン�

マ�

ー�

ク�
人�

物�

で�

語�

る�
日�
本�

デ�

ン�

マ�

ー�

ク�
岡
田
庄
太
郎
は
、
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）

安
城
村
東
尾
で
生
ま
れ
た
。
町
会
議
員
（
一
五
年
間
）

や
助
役
（
四
年
間
）
を
務
め
、
後
に
町
長
も
経
験
し

た
。
明
治
用
水
関
係
で
は
、
組
合
の
議
員
を
二
十
余

年
務
め
、
新
制
度
と
な
っ
て
か
ら
議
長
も
経
験
し
た
。

農
会
関
係
で
は
、
町
農
会
の
幹
事
と
し
て
、
岡
田

菊
次
郎
会
長
の
下
で
町
農
会
経
営
に
手
腕
を
発
揮
し

た
。
こ
こ
で
は
、
町
農
会
で
の
活
躍
ぶ
り
を
見
て
い

こ
う
。

一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
当
時
の
町
農
会
は

町
役
場
（
現
更
生
病
院
の
場
所
）
の
一
角
に
あ
っ
た
。

町
農
会
は
、
農
業
の
技
術
指
導
、
農
家
の
経
済
状
況

な
ど
の
各
種
調
査
、
養
蚕
・
園
芸
・
畜
産
な
ど
の
奨

励
補
助
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、
農
家
に
通

知
や
連
絡
を
す
る
だ
け
の
役
所
に
近
い
存
在
だ
っ
た
。

岡
田
庄
太
郎
は
、
農
会
は
農
民
の
機
関
だ
か
ら
、
利

用
さ
れ
て
こ
そ
効
果
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
上
か
ら
の
通
知
や
連
絡
だ
け
の
や
り

方
を
改
め
、
も
っ
と
農
民
本
位
に
利
用
さ
れ
る
組
織

に
作
り
変
え
た
。
具
体
的
に
は
安
城
町
内
十
七
区
の

区
長
を
町
農
会
の
支
部
長
と
し
て
、
事
あ
る
ご
と
に

支
部
長
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
十

七
人
を
通
し
て
、
町
内
の
二
千
五
百
戸
に
も
及
ぶ
全

農
家
と
意
志
疎
通
が
図
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
改
め
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
町
農

会
が
主
催
し
て
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
た
品
評
会

や
講
演
会
な
ど
も
、
各
区
が
自
主
的
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
は

補
助
金
を
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
、
農
民
の
意
欲
は

ま
す
ま
す
か
き
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
岡
田
庄
太
郎
は
、
多
角
形
農
業
を
推
進
し
た
。

彼
の
考
え
方
は
家
族
一
人
一
役
主
義
で
、
主
人
は
米
、

夫
人
は
鶏
、
息
子
は
ス
イ
カ
と
い
う
よ
う
に
分
担
し
、

三
人
家
族
に
は
三
角
形
農
業
を
、
五
人
家
族
に
は
五

角
形
農
業
を
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
そ
の
結
果
、
米

だ
け
作
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
農
業
か
ら
抜
け
出
し

て
養
蚕
や
養
鶏
を
導
入
し
、
さ
ら
に
ナ
シ
や
ス
イ
カ

を
栽
培
す
る
な
ど
し
て
経
営
の
多
角
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
農
家
の
収
入
が
増
加
す
る
よ
う
に
な

が
村
の
青
年
の
た
め
に
開
い
た
夜
学
の
生
徒
の
一
人

で
あ
り
、
こ
こ
で
み
っ
ち
り
と
山
崎
延
吉
イ
ズ
ム
を

た
た
き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
庄
太

郎
は
、
農
民
が
気
安
く
出
入
り
で
き
る
集
い
の
場
と

し
て
、
独
立
し
た
町
農
会
の
建
物
を
建
て
た（
現
あ
い

ち
中
央
農
協
本
店
の
場
所
）。自
分
で
設
計
を
行
い
、

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
四
月
に
、
建
坪
百
六
坪
、

工
費
二
万
八
千
五
百
余
円
で
竣
工
し
た
。
全
国
で
も

屈
指
の
町
農
会
館
で
あ
っ
た
。
な
お
、
七
年
後
の
一

九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
は
、
そ
の
西
隣
に
郡
農

会
館
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
立
派
な
農
会

館
が
並
び
建
つ
情
景
は
、
ま
さ
し
く
日
本
デ
ン
マ
ー

ク
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

農
業
先
進
地
安
城
の
隆
盛
を
象
徴
し
て
い
た
。
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▲岡田庄太郎

▲安城町農会館（右）と碧海郡農会館

っ
た
。
こ
こ

ま
で
見
て
き

た
よ
う
に
、

彼
が
町
農
会

で
活
躍
で
き

た
背
景
に
は

山
崎
延
吉
の

影
響
が
あ
っ

た
。
庄
太
郎

は
、
山
崎
ら


